
                             

     

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）
４
月
、
教
育
委

員
会
議
に
て
「
一
宮
町
史
編
さ
ん
準
備
委
員

会
設
置
要
綱
」
が
制
定
、
７
月
１
日
付
で
施

行
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
準
備
委
員
会
で
は
、
令
和
４
年
度
に

編
さ
ん
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
目

指
し
、
町
史
の
編
さ
ん
の
方
針
や
編
さ
ん
期

間
な
ど
事
業
計
画
の
提
言
書
を
作
成
い
た

し
ま
す
。
令
和
３
年
度
中
に
３
回
の
会
議
を

予
定
し
、
提
言
書
が
町
教
育
委
員
会
に
提
出

さ
れ
た
時
点
で
解
散
と
な
り
、
編
さ
ん
委
員

会
に
移
行
さ
れ
ま
す
。 

 

準
備
委
員
に
は
町
内
の
文
化
財
関
係
団

体
で
あ
る
文
化
財
審
議
委
員
会
、
文
化
協
会
、

上
総
一
宮
郷
土
史
研
究
会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

２
名
を
推
薦
い
た
だ
き
、
計
６
名
の
方
が
７

月
12
日
付
で
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。 

 

７
月
末
に
は
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
、
８
月
に
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、
千
葉
県
下
３
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
た
た
め
、
会
議
が
な
か
な
か
開
催

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
10
月
21
日
（
木
）

に
第
１
回
目
の
会
議
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。 

こ
の
会
議
で
次
の
こ
と
が
決
定
し
ま
し

た
。 

 

（
一
） 

準
備
委
員
会
委
員
長
に
小
川
力

也
氏
、
副
委
員
長
に
渡
邉
恵
之

助
氏 

（
二
） 

新
し
い
町
史
の
名
称
（
案
）
は

『
新
編
一
宮
町
史
』 

  

今
後
２
回
の
会
議
で
編
さ
ん
方
針
や
編

さ
ん
期
間
・
計
画
等
を
協
議
・
検
討
し
て
い

き
ま
す
。 

 

会
議
の
様
子
は
随
時
、「
編
さ
ん
だ
よ
り
」

で
お
伝
え
し
ま
す
。 

 
 

    

『
町
史
』
と
は
、
町
の
歴
史
や
文
化
、
自

然
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
日

本
全
国
様
々
な
都
道
府
県
・
市
町
村
で
『
○

○
県
史
』『
○
○
市
史
』
の
よ
う
な
タ
イ
ト
ル

で
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。 

 
千
葉
県
の
場
合
は
、
平
成
３
年
（
１
９
９

０
）
か
ら
18
か
年
計
画
で
、『
千
葉
県
史
』

51
巻
（『
千
葉
県
の
歴
史
』
39
巻
、『
千
葉
県

の
自
然
誌
』
12
巻
）
が
編
さ
ん
、
刊
行
さ
れ

ま
し
た
（
昭
和
時
代
に
は
『
旧
県
史
』
と
呼

称
さ
れ
る
歴
史
資
料
も
刊
行
さ
れ
て
い
ま

す
）。 

 

『
一
宮
町
史
』（
以
下
『
町
史
』）
は
昭
和

39
年
（
１
９
６
４
）
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

一
宮
町
・
東
浪
見
村
の
合
併
10
周
年
記
念
の

意
味
合
い
も
あ
り
、
急
遽
編
さ
ん
が
決
ま
り
、

わ
ず
か
10
ヶ
月
で
編
さ
ん
さ
れ
ま
し
た
。
通

常
、
５
～
15
年
の
計
画
で
編
さ
ん
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
か
な
り
短
期
間
で
の
編
さ

ん
で
し
た
。 

 

当
時
の
編
さ
ん
委
員
長
も
「
時
日
の
制
約

の
た
め
に
完
全
な
も
の
の
つ
く
り
得
な
か
っ

た
」、「
将
来
こ
の
町
史
の
及
ば
な
か
っ
た
と

こ
ろ
を
補
い
、
さ
ら
に
よ
い
「
一
宮
町
史
」

の
で
き
る
こ
と
を
、
心
よ
り
念
願
し
て
や
ま

な
い
も
の
で
あ
る
」（
原
文
マ
マ
）
と
「
あ
と

が
き
」
に
記
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、『
町
史
』
の
再
編
さ
ん
は
長
年

の
当
町
の
課
題
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

『
町
史
』
が
刊
行
さ
れ
た
昭
和
39
年
は
ア

ジ
ア
初
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
た
年
。
そ
し
て
令
和
３
年
、
１
年
延
期
と

な
っ
た
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
の
年
に
、
今
回
、

新
た
な
『
町
史
』
の
編
さ
ん
に
向
け
て
動
き

出
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

町
民
の
皆
さ
ま
、
専
門
家
の
方
々
と
共
に
、

よ
り
よ
い
『
一
宮
町
史
』
を
作
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

『（仮称）新編一宮町史』編さんだより 
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『
一
宮
町
史
』
と
は
？ 



    

今
年
６
月
に
公
民
館
２
階
に
開
室
し
た

歴
史
資
料
展
示
室
。
８
月
２
日
か
ら
緊
急
事

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
公

民
館
を
含
ん
だ
町
内
の
社
会
教
育
施
設
は

臨
時
休
館
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
期
間
を
利
用
し
て
、
資
料
室
を
拡
張

し
ま
し
た
。
ま
た
、
常
設
展
示
と
し
て
東
日

本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
よ

り
令
和
２
年
度
に
寄
贈
さ
れ
た
上
総
一
ノ

宮
駅
の
旧
看
板
や
旧
駅
舎
窓
を
展
示
す
る

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
今
後
左
記
の
予
定
で
展
示
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い 

 

令
和
３
年
度
第
２
回
企
画
展
示 

◆
テ
ー
マ
「
北
沢
楽
天
と
一
宮
」 

◆
と
き 

～ 

令
和
３
年
12
月
20
日
（
月
） 

◆
主
な
展
示
資
料 

 

・
北
沢
楽
天
年
賀
状 

 

・
北
沢
楽
天
筆
「
乃
木
大
将
」 

 

・
北
沢
い
の
（
楽
天
夫
人
）
書
簡 

 

・
北
沢
楽
天
書
簡 

 

・
一
宮
実
業
会
理
事
徽
章 

 
 

な
ど 

   

令
和
３
年
度
第
３
回
企
画
展
示 

◆
テ
ー
マ 

 

「
町
長
就
任
１
１
０
年 

 

加
納
久
宜
町
長
と
一
宮
町
」 

◆
と
き 

 

令
和
４
年
１
月
７
日
（
金
） 

～ 

３
月
24
日
（
月
） 

◆
主
な
展
示
資
料 

 

・
加
納
久
宜
油
絵 

 

・
加
納
久
宜
書
簡 

 

・
加
納
久
宜
掛
け
軸 

 
 

ほ
か 

 

□
会
場
：
一
宮
町
歴
史
資
料
展
示
室 

 
 

（
一
宮
町
中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー
） 

 
 

（
長
生
郡
一
宮
町
一
宮
２
４
６
０
） 

□
開
室
時
間 

【
日
・
月
曜
日
・
祝
日
】 

 
 
 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

【
火
～
土
曜
日
】 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
９
時 

□
休
室
日 

第
三
日
曜
日
、
年
末
年
始
（
12
月
28
日
～

１
月
３
日
）、
そ
の
他
臨
時
休
館
日 

 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状

況
に
よ
り
休
館
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

   

   

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
10
月
か
ら
開

催
中
の
企
画
展
に
、
町
教
育
委
員
会
所
蔵

「
教
育
勅
語
謄
本
奉
安
箱
」
、
一
宮
小
学
校

所
蔵
「
一
宮
尋
常
高
等
小
学
校
沿
革
誌
（
大

正
十
二
年
分
）
が
展
示
さ
れ
ま
す
。 

 
 ◆

テ
ー
マ 

令
和
３
年
度
企
画
展
示 

「
学
び
の
歴
史
像
―
わ
た
り
あ
う
近
代
―
」 

 

◆
概
要 

 

「
人
々
は
何
を
学
ん
で
き
た
の
か
、
な
ぜ

学
ぶ
の
か
」
に
つ
い
て
、
19
世
紀
後
半
以
降
、

日
本
列
島
に
近
代
国
民
国
家
が
成
立
し
て

い
く
様
相
と
と
も
に
、「
学
び
」
と
い
う
視
点

か
ら
紐
解
く
。 

 

◆
と
き 

 

～ 

12
月
12
日
（
日
） 

 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分 

 
（
入
館
は
午
後
４
時
ま
で
） 

 

※
土
・
日
・
祝
日
、
会
期
末
（
12
月
７
日
～

12
日
）
の
入
場
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
日
時
指
定
（
事
前
予
約
）
が
必
要
で
す
。 

  

※
最
新
の
情
報
は
「
れ
き
は
く
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

◆
と
こ
ろ 

 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
企
画
展
示
室
Ａ
・
Ｂ

（
佐
倉
市
城
内
町
１
１
７
） 

◆
入
館
料 

一
般 

１
０
０
０
円 

 
 
 
 
 

大
学
生 

５
０
０
円 

 
 
 
 
 

高
校
生
以
下 

無
料 

◆
問
い
合
わ
せ 

 
 

ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

０
５
０
‐
５
５
４
１
‐
８
６
０
０ 

 

 

             

歴
史
資
料
展
示
室
を
拡
張
し
ま
し
た 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
企
画
展
示
で

町
所
蔵
資
料
が
展
示
さ
れ
ま
す
。 



                             

                             

                             

【
史
料
の
解
説
】 

一
宮
館
は
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に

一
宮
川
河
口
に
開
業
し
た
旅
館
で
す
。 

 

大
正
５
年
（
１
９
１
６
）
に
は
文
人
・

芥
川
龍
之

あ
く
た
が
わ
り
ゅ
う
の

介す
け

（
１
８
９
２
～
１
９
２
７
）
が

友
人
・
久
米

く

め

正
雄

ま

さ

お

（
１
８
９
１
～
１
９
５
２
）

と
と
も
に
こ
の
旅
館
に
滞
在
し
て
い
ま
す
。

芥
川
が
滞
在
し
た
当
時
の
一
宮
館
の
離
れ

は
、「
芥
川
荘
」
と
し
て
現
存
し
、
国
の
登
録

有
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
書
簡
は
一
宮
館
か
ら
齋
藤
孝こ

う

祐す
け

（
１

８
６
１
～
１
９
１
６
）
に
宛
て
た
開
業
の
通

知
で
す
。
現
在
の
国
道
沿
い
に
寿
屋

す

や

本
店

ほ
ん
て
ん

と

い
う
鰹
節
問
屋
を
営
ん
で
い
た
孝
祐
に
対

し
て
、
船
で
迎
え
に
上
が
る
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
観
光
旅
館
の
開
業
の
契
機

は
明
治
三
十
年
四
月
に
一
宮
ま
で
鉄
道
が

延
伸
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
明
治
三

十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
は
対
岸
に
青
松
館

せ
い
し
ょ
う
か
ん

（
現
在
の
一
宮
学
園
周
辺
）
と
い
う
旅
館
も

開
業
し
て
お
り
、
一
宮
館
は
一
宮
に
お
け
る

旅
館
開
業
の
先
駆
け
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

古 文 書 紹 介 ① 
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
カ 

一
宮
館
開
業
通
知
（「
旧
斎
藤
家
文
書
第
二
次
調
査
」
目
録
番
号
Ｃ
32
‐
７
） 

 

 

                   

 

拝
啓
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

弊
館
義 

去
る
四
月
中
旬
よ
り
起
工
修
築
漸
く
落 

成
開
業
の
運
に
相
成
候
に
付
、
茲
に
聊
か 

其
微
意
を
呈
し
度
候
間
、
御
多
繁
中
却
て 

恐
縮
の
至
り
に
御
座
候
得
ど
も
、
来
る
二
十
三
日
午 

前
第
二
時
を
期
し
万
障
御
繰
り
合
わ
せ
幸
に 

御
賁
臨
の
程
奉
待
上
候
也 

尚
当
日
者
一
宮
橋
下
に
舟
に
て
御
迎
申
上
候
間
、 

可
成
同
時
刻
に
御
出
張
の
程
希
望
仕
り
候
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

長
生
郡
一
宮
町
海
岸 

 

六
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
宮
館
㊞ 

 
 

斎
藤
幸
祐
殿 

 

 

 

▲一宮館印（拡大） 



    

２
０
１
９
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ
て

ん
」
。
そ
の
初
回
に
、
日
本
体
育
会
会
長
と
し

て
、
一
宮
町
ゆ
か
り
の
加
納
久
宜
（
１
８
４

８
～
１
９
１
９
）
が
登
場
し
た
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
と
思
い
ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
名

前
も
登
場
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
躍
そ
の
存

在
が
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

演
じ
た
の
は
俳
優
の
辻つ

じ

萬か
ず

長な
が

さ
ん
。
２
０

２
２
年
の
大
河
ド
ラ
マ
へ
も
出
演
予
定
で

し
た
が
、
今
年
８
月
に
77
歳
で
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
。 

     

２
０
２
２
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の

13
人
」
に
、
一
宮
町
ゆ
か
り
の
上
総
広
常
（
？

～
１
１
８
３
）
が
登
場
し
ま
す
。
演
じ
る
の

は
俳
優
の
佐
藤
浩
市
さ
ん
。
広
常
が
ど
の
よ

う
に
描
か
れ
る
の
か
、
楽
し
み
で
す
。 

町
の
広
報
紙
「
広
報
い
ち
の
み
や
」
で
は

令
和
３
年
５
月
号
か
ら
、
特
集
「
上
総
広
常

の
実
像
を
探
る
」
を
連
載
し
て
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

                             

                             

                  

情
報
求
ム 

～ 

歴
史
資
料
を
探
し
て
い
ま
す 

～ 
 

新
し
い
『
一
宮
町
史
』
の
編
さ
ん
の
た
め
、
古
い
資
料
や
古
文
書
、

昔
の
写
真
、
絵
葉
書
な
ど
の
情
報
を
集
め
て
い
ま
す
。 

ご
家
庭
で
撮
影
さ
れ
た
ス
ナ
ッ
プ
写
真
も
、
当
時
の
『
一
宮
』
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
す
。
歴
史
資
料
の
保
存
、
寄
贈
、
寄
託

の
ご
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
町
の
歴
史
や
戦
時
中
の
体
験
、
幼
い
こ
ろ
の
記
憶
な
ど
お
話

し
い
た
だ
け
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（コ
ロ
ナ
の

感
染
状
況
に
応
じ
て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。 

ご
提
供
い
た
だ
い
た
資
料
、
伺
っ
た
お
話
の
内
容
の
扱
い
に
は
、
十

分
配
慮
い
た
し
ま
す
。 

皆
様
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

お
宅
に
残
る
古
い
資
料
、
捨
て
る
前
に
ご
連
絡
を
！ 

  

編
集
後
記 

 

「『（
仮
称
）
新
編 

一
宮
町
史
』
編
さ
ん

だ
よ
り
」
創
刊
号
を
お
送
り
し
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威

を
振
る
う
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
い
よ
い

よ
新
し
い
『
町
史
』
の
編
さ
ん
に
向
け
て
、

動
き
始
め
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で

す
の
で
、
調
査
は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
ま

せ
ん
が
、
で
き
る
こ
と
か
ら
地
道
に
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
紙
面
で
は

定
期
的
に
、『
町
史
』
の
編
さ
ん
状
況
や
町

の
文
化
財
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
町
が
所
蔵
す
る
歴
史
資
料
も
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。 

 

現
在
、『
町
史
』
の
資
料
編
第
１
弾
と
な

る
『
一
宮
町
歴
史
叢
書
第
１
集 

旧
斎
藤

家
文
書
第
二
次
調
査
報
告
書
』
を
編
集
中

で
す
。
令
和
４
年
初
頭
に
は
刊
行
予
定
（
有

償
頒
布
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
報
告
書
刊
行

を
記
念
し
た
講
座
（
報
告
会
）
を
企
画
し
て

お
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
よ

っ
て
は
中
止
と
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

随
時
、
町
の
資
料
の
調
査
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
記
：
町
教
育
委
員
会 

江
澤
） 

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

上
総
広
常
、
大
河
ド
ラ
マ
登
場 


